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　 2006年 2007年 2008年
一線を画した製品技術の開発 30. 7％ 24. 3％ 10. 9％
生産工程を大幅に変更する製造技術の開発 23. 8 17. 3 15. 6
複数技術の新たな組み合わせによる新製品開発 25. 1 20. 9 15. 6
核となる技術の強化 48. 8 36. 5 21. 6
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顧客・ユーザーへの配慮 0. 468  1　　
供給業者への配慮 0. 629     0. 435  1　　
挑戦意欲 0. 215         ―  0. 202   1　　














顧客・ユーザーへの配慮 0. 459  1　　
供給業者への配慮 0. 497   0. 527  1　　
挑戦意欲 0. 405   0. 191  0. 282     1　　
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　このような状況から脱却するためには，従来の考え方からシフトし，人々を創造性発揮に駆り
立てるための仕組みを構築しなければならないことを指摘した。そのためには，企業の基本的
ミッションにかかわる問題であるガバナンスのあり方について再検討しなければならないことも
指摘した。この点については，むしろ日本型ガバナンスのあり方を模索しなければならないこと
を提案した。
